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審 査 結 果 の 要 旨 

 

本論文は血液培養の陽性的中率について菌種別、陽性セット数別に検討したものである。

特に陽性セット数別の検討はcoagulase-negative-Staphylococciを除き十分に行われてお

らず、重要な研究である。Staphylococcus aureus、coagulase-negative-Staphylococci、

Escherichia coli等の主要な血液培養分離菌において陽性セット数ごとの陽性的中率が明

らかとなり、また手術歴が真の菌血症の独立した危険因子であることが示された。菌血症

の症例定義に客観的でない指標が含まれている点について議論の余地は残るが、菌血症の

厳密な定義は困難である。本論文は過去の論文で用いられてきた指標に準じており、妥当

と考えられる。本論文は、臨床感染症学分野で真の菌血症とコンタミネーションを鑑別す

る有益な情報を提供しており、学術水準を高めたものと認める。 

 


